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「総合診療医」 / 「病院総合医」 / 「ホスピタリスト」
の意味するところ イメージについて

• 「総合診療専門医」は３つの中では「言葉もイ
メージもよくわかっている」（30％）

「言葉は知っているが、イメージがよくわから

ない」と回答した医師が半数以上

• 「病院総合医」「ホスピタリスト」は「知らない」
の割合が5割を超える。



総合診療の歴史
• 欧米に於ける GP : general practitioner
A general practitioner, also called a GP or generalist, 
is a physician who does not specialize in one particular 
area of medicine. 
GPs provide routine health care (e.g., physical 
examinations, immunizations) and assess and treat many 
different conditions, including illnesses and injuries. 
They often have regular, long-term patients and provide 
ongoing medical care to both male and female patients in 
all age groups.

remedy's health.com communities



「病院総合医」 / 「ホスピタリスト」
• 1996年 New England Journal に初めて

Hospitalistという言葉が掲載された

• 外来：プライマリケア医⇄⇄⇄入院：ホスピタリスト

• 病院に常駐し、特定の診療科に属することなくあら
ゆる疾患を総合的に診るジェネラリスト

• 患者診療業務以外にも
医療安全やにおけるリーダー
ベッド管理
外科系患者の周術期管理



• 1978年

佐賀医科大学（現佐賀大学医学部）に

最初の総合診療部 創設

• 2007年

第4回医道審議会医道分科会

診療科名標榜部会で「総合科」の新設



総合科新設の案
第4回医道審議会医道分科会診療科名標榜部会（2007）

幅広い領域について総合的かつ高度な診断能力を
有する診療科

医療法上診療科名に位置づけ国の個別審査によっ
て標榜医資格を付与する。

求められる能力
○内科、小児科を中心とした

診療科全般にわたる診療能力
○基本的な予防から治療、リハビリテーションに至る

過程における継続的な地域の医療資源の活用



• 日本家庭医療学会後期研修プログラム ver.1
• 日本プライマリケア学会

• 日本総合診療医学会

推奨された後期研修プログラム

★研修に含まれるべき項目・望ましい項目
内科 小児科 外科 産婦人科 精神科 救急
整形外科 耳鼻科 皮膚科 眼科 泌尿器科 など

診療所研修
在宅ケア機能を持つ施設
入所型の介護機能をもつ施設



総合診療科/病院総合医の現状

地域や施設ごとの立ち位置や役割

内科中心の診療

（例）

外来診療に特化（ゲートキーパー）

入院診療

臓器診療科に区別されない患者の担当

専門科不在の内科系専門領域患者の担当

内科系一次、二次救急を担当するER部門

など

日本における



1日平均入院患者数 490名

1日平均外来患者数 2,315名

平均在院日数 8.2日

病床利用率 88.6％（動態）

手術件数 9,526件

分娩件数
（産科クリニック含む）

1,466件

救急外来患者数 45,954人

救急車受入れ
台数

11,262台

2015年4月～2016年3月

聖路加国際病院の概要
東京都中央区明石町９－１ 許可病床数 520床



呼吸器内科 循環器内科 消化器内科
腎臓内科 血液内科 感染症科 内分泌
代謝科 アレルギー膠原病科 神経内科
一般内科 心療内科 緩和ケア科、人間
ドック科 細胞免疫科

救命救急センター
呼吸器センター
消化器センター
小児総合医療センター
心血管センター
腎センター（血液透析・腹膜透析・腎臓病クリニック・腎臓移植）
脳・神経センター
ブレストセンター
リウマチ膠原病センター
リエゾンセンター

診 療 科



聖路加国際病院の診療システム

★外来診療システム

専門各科は完全予約制 要紹介状

当科では独歩で来院する

予約のない初診（紹介患者を含む）及び

再診患者の診察

★入院診療システム

内科病床数 170床 うち 一般内科 10-25床
混合病棟制 常駐する病棟医

専門的な治療を必要としない患者の入院



当科受診患者内訳

661名（58％）

10%

9%
5%

486名（42％）

初診
再診

2016年8月 総数 1147名

ERから 60名（12.3%）
院内他科から 38名（10%)
他院から 24名（5%)

消化器症状

呼吸器症状

発熱

循環器症状

頭痛

めまい

整形外科系

尿路系



当科入院患者 内訳

1．感染症
誤嚥性肺炎 市中肺炎
尿路感染症
髄膜炎
胆道系感染
憩室炎
感染性心内膜炎
椎体炎 筋肉内膿瘍
蜂窩織炎

2. 筋骨格系
圧迫骨折 ★

大腿骨頸部骨折 ★

恥坐骨骨折 ★

関節炎
（偽痛風 化膿性関節炎）

3. 心疾患
心不全
高血圧精査



• 初診患者から学ぶ診断学

• 専門科での治療の必要がない疾患のマネジメント

• 高齢者の特徴を踏まえた診療

• 複数の問題を同時にバランス良く調整する

• EBMやそれらに基づいたガイドラインを適応しにくい
場合の調整

• 患者や家族の希望や現状に合わせたゴール設定

当科の診療の特徴



当科の診療の基本的考え方

• 多くの症状は内科が関わっていい、入り口でよい

• 専門科は専門科でこそできることを

専門科でしかできないことを

• 他は総合診療が担います

• 専門科の医師と密なコミュニケーションをとりつつ

有効な役割分担を
★専門科との整合性
★専門科に送るタイミング



初期研修

後期研修 専門分野

総合診療

専門

専門
専門Generality と

Specialty

General basic

General basic

General basic

General advanced



総合医の研修

初期研修

後期研修

専門

専門
専門

General basic

General basic

General basic

General advanced
専門

専門

専門
専門専門

専門

専門
専門

専門
専門



「総合診療医」 / 「病院総合医」 / 「ホスピタリスト」
の目指すところ

• 日本における、地域や施設によって異なる

特徴ある立ち位置を探る

• 可能なかぎりの幅広い診療科領域

• 専門科領域をサポートする縁の下の力持ちに

• 高齢者に特徴的な複数の問題への対応

• 予防から治療、リハビリテーションに至る過程に

おける継続的な地域の医療資源の活用

• 初期研修教育への参加
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